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感情のクオリアと可能世界  
 
                           柴田正良（金沢大）  
  
第１節 人工の感情と人工のクオリア  
 














































































































































 （１）われわれの世界には、意識経験が存在する。  
 （２）われわれの世界と物理的に同一だが、意識に関する肯定的事実は成立し
    ていないような論理的に可能な世界が存在する。  
 （３）したがって、意識に関する事実は、われわれの世界の物理的な事実を超
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    えでたさらなる事実(further facts)である。  
 （４）それゆえに、唯物論（／物理主義）は誤りである[Chalmers, 1996, p.1




















 「B 性質が A 性質に自然的にスーパーヴィーンするのは、同じ A 性質をもつど





































































































































































































































































































第３節 現象的判断のパラドックス  
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いことを意味し、それは前提(4)と緊張関係に立つ。こうして、われわれはパラド
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変えた形で、心的因果性の議論においてすでに提出されたものである。そして、
この問題に関して、私は、物理主義的エピフェノメナリズムこそが唯一整合的な






























































いた問題に 新たな展開を試みた ものである 。また本 稿 の一部は、平成 19
年度～平成 22 年度科学研究費 研究課題「認知 ロボティク スの哲 学 」（代
表者・金沢 大学・柴田正良）の 研究成果を 含んでい る。  
 











































例化が存在するからである（それゆえ、ゾンビ世界 (β ) ＝  現実世界）。  
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